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職場のインフォーマルコミュニケーションとメール 
―メールの普及は職場の対人関係を希薄にするか― 

 

研究開発室  宮木 由貴子 
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要旨 

① メディア環境の変化や職場コミュニケーションについての関心が高まる中、電子メールの普及に

伴う職場のインフォーマルコミュニケーションの変化について調査研究を実施した。 

 

② 職場で飲みに行く機会については、６割以上が「職場に必要である」と考えており、職場での飲

み会を「楽しい」と考えている割合は７割近くに及んだ。職場で飲みに行く機会やイベントへの

参加状況についてみると、小学生以下の子どもがいる女性で「参加したいが参加できない」と回

答する割合が高かった。 

 

③ 職場でコミュニケーションが十分とれている人は、メールの普及により職場のコミュニケーショ

ンが「活発・親密化」「効率化」するといったプラスの作用を認めている。一方で、職場のコミ

ュニケーションが活発でない職場にいる人では、メールの普及によって職場が「希薄化」ないし

「不安・病理化」するといったマイナスの作用を指摘する人が多い。 

 

④ さらに、職場におけるメールの普及の影響としては、「メール利用に関する感覚的ギャップの拡

大」「利己的な関係」「情報過多と多忙化」「職場の雰囲気の不可視化」「ワークスタイルの多様

化への非対応」などが指摘された。 

 

⑤ メールには、従来型の電話コミュニケーションのような暗黙の「利用ルール」が存在しないが、

職場での利用上の秩序がないと、業務の非効率化や人間関係の二極化を助長する可能性がある。 

 

ｶキーワード：職場コミュニケーション、人間関係、メールｶ  
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１．研究の背景・目的と調査概要 

 

 この 10 年間で、「コミュニケーション」のあり方は激変した。最大の変化は、電子

メール（以下「メール」）が普及し、リアルタイムに近い形で「電子的」に「文字メッ

セージ」が交換されるようになったことである。特に携帯電話を使ったメールは、電

話の「即時性」と手紙の「保存性」「可搬性」の要素を持ち、「いつでもどこでも（時

間的・空間的自由）」「複数の相手に同時に（同報性）」メッセージを交換できる。こう

したコミュニケーション環境の変化に伴い、若者を中心としたメールの利用行動や対

人関係の変化が注目されてきた。 

一方、職場については IT 化による業務効率の向上や経済効果などが注目されてきた

が、パソコンの普及やネットワーク化によりメールが及ぼす「職場でのインフォーマ

ルなコミュニケーション」、すなわち業務の合理化・効率化ではなく、職場の人間関係

にかかわるコミュニケーションへの影響にはあまりスポットが当てられてこなかった。  

社会経済生産性本部のメンタル・ヘルス研究所(2007)によると、近年増加傾向にあ

る「心の病」は、「職場のコミュニケーションが減った」と感じられている職場におい

て特に強い点が指摘されている。職場ストレスの原因としても「人間関係」は上位に

あげられる。また、国民生活白書(2007)でも職場のつながりがもたらす効果とその重

要性が指摘されるなど、職場コミュニケーションへの注目が高まっている。 

 これらの点を受け、本稿では職場のインフォーマルコミュニケーションとメール利

用の関係について探る。職場でメールを利用することにより、会議が減ったり、隣席

の人ともメールでコミュニケーションをするなど、対面コミュニケーションが減少し、

コミュニケーション不足を招いているのではないかと指摘されている。また、携帯電

話のメールを多用するなどのモバイル文化で育った若者たちについて、「つきあいが悪

い」「飲みに誘ってもこない」など、職場におけるイベントに非積極的であるとの指摘

もなされている。しかし、本当にメールの普及で職場コミュニケーションは希薄化し

ているのだろうか。これらの点を検証しつつ、現代の職場コミュニケーションにおけ

る問題点を探り、今後の職場コミュニケーションのあり方について模索することを本

研究の目的とする。 

 調査の方法と概要は図表１のとおりである。 

 
図表１ 調査概要と回答者の属性 

 
調査地域と対象   第一生命経済研究所生活調査モニターのうち、 

全国に居住する20歳から59歳の会社員の男女800名 
調査方法       質問紙郵送調査法 
実施時期           2007年９月 
有効回収数(率)     763名（95.4％） 

        男性：60.8％ 女性：39.2％ 
           20代：10.8％ 30代：34.6％ 40代：28.5％ 50代：26.1％ 



ＲＥＰＯＲＴ 

 

 
18 

ＬifeＤesign ＲＥＰＯＲＴ 

2008.9-10 

２．職場環境の実態 

 

（１）全体的な環境 

１）職場風土 

 まず、職場*１の雰囲気や環境について尋ねたところ、「職場では、事を荒立てないこ

とが最優先とされる」が最多となっており、「非常にあてはまる」と「まああてはまる」

の合計で73.2％を占めた（図表２）。以下、合計値の高かった順に「わきあいあいと、

にぎやかで活発な雰囲気がある」（65.3％）、「管理者と部下の人間関係は、温かみや信

頼感がある」（65.2％）と続いた。一般に指摘されがちな「若い社員と年配の社員の交

流が少ない」（44.4％）や、「うつ病などの精神疾患が問題となっている」（28.0％）に

ついてはそれほど高い割合を占めなかった。 
 

図表２ 職場風土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：「＊」のついた項目（－は逆転項目）を用いて「職場コミュニケーション活発度（尺度）」を作成（α係数=0.804）、 

これを用いた分析は図表12参照 

 

２）人間関係トラブルの有無 

 続いて、業務以外での「もめごとや仲の悪い関係」と「いじめや仲間はずれ、無視」

の有無についてみると、「もめごとや仲の悪い関係」については３分の１程度が「ある」

としており、「いじめや仲間はずれ、無視」についても３分の１程度が「現在ある」な

いし「以前あった」とした（図表３）。さらに「いじめや仲間はずれ、無視」について

は４分の１程度が「わからない」としており、実態が把握されにくい点が浮き彫りと

なった。 

なお、「もめごとや仲の悪い関係」と「いじめや仲間はずれ、無視」に共通して、職

場における女性の占める割合が多いほど「ある」ないし「あった」とする割合が高く

なる傾向がみられた（それぞれ p<0.01、p<0.001で有意）。 
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図表３ 「もめごとや仲の悪い関係」と「いじめや仲間はずれ、無視」の有無（全体・男女比別） 

（単位：人・％） 

職場内男女比別 

 全体 
男性のみ

どちらかといえ

ば男性が多い

男女が 

同じくらい 

どちらかといえ

ば女性が多い

n= 755 83 337 112 182

ある（とてもある＋まあある） 34.0 22.9 29.7 36.6  46.2 

ない（あまりない＋まったくない） 55.2 61.4 60.8 50.9  44.0 

もめごとや 

仲の悪い 

関係 わからない 10.7 15.7 9.5 12.5  9.9 

現在ある 13.8 4.8 10.7 16.1  22.5 

以前はあったが、現在はない 15.5 13.3 10.4 17.0  23.1 

これまでにないし、現在もない 45.1 55.4 52.1 40.2  30.8 

 

いじめや 

仲間はずれ、

無視 
わからない 25.6 26.5 26.8 26.8  23.6 

注：職場内男女比率についての「女性のみ」の結果は、サンプル数が少ないので省略 

 

（２）コミュニケーション環境 

１）対面コミュニケーションの実態 

 職場におけるインフォーマルな対面コミュニケーションの機会への参加状況を尋ね

たところ、図表４のとおりとなった。同僚との昼食が最も多く、６割弱が「よく参加

する」とした。また、旅行や運動会については、「機会がない」との回答が多かった。 

 

図表４ 職場のインフォーマルな対面コミュニケーションへの参加状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：左図については「そういう機会がない」を省略                                
注２：よく参加する=５点、時々参加する=４点、たまに参加する=３点、参加したいが参加できない=２点、参加したくな 

いので参加しない=１点として合算し、「イベント参加得点」を作成、これを用いた分析は図表12参照 

 

女性について、小学生以下の子どもの有無別に比較を行ったところ、昼食以外の項

目すべてにおいて、小学生以下の子どもがいる女性では「参加したいが参加できない」

という回答が非常に多い結果となっていた（図表５）。 

 なお、職場で飲みに行く機会については、32.8％が「かなり減った」、18.7％が「少

し減った」と回答している（図表省略）。また、「減った」と感じる人は年代が上がる

につれて顕著に多くなっており、50代では６割近くに達している（図表省略）。 
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図表５ 「参加したいが参加できない」割合の比較（女性のみ・小学生以下の子有無別） 
 （単位：人・％） 

 小学生以下の子どもあり女性 小学生以下の子どもなし女性 

n= 60 119 

ｶｲ 2 乗

検定 

上司・部下と飲みに行く 20.0 2.5  *** 

同僚と飲みに行く 20.3 1.5 *** 

職場のイベント ： 送別会、歓迎会、忘年会、新年会など 14.8 1.6  *** 

職場のイベント ： 運動会、スポーツ大会など 23.4 4.9  ** 

職場の人たちとの泊りがけの旅行 29.5 5.8  *** 

注：「上司・部下との昼食」「同僚との昼食」は有意差がないので省略、***p<.001 **p<.01 

 

 職場の人たちと飲みに行く機会については、６割以上が「職場に必要である」とし

た（図表６）。また、職場での飲み会は７割近くが「楽しい」と考えている。若者の付

き合いが悪いといわれることが多い状況に反し、職場で飲みに行く機会の評価は20・

30代の男性で最も「楽しい」ととらえている人が多く、「必要」と考えている人も多か

った。 

図表６ 職場で飲みに行く機会の必要性と評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人・％） 

年代別 性・年代別 

20代 30代 40代 50代 
男性 

20･30代

男性 

40・50代

女性 

20・30代 

女性 

40・50代 

n= 79 263 214 191 194 263 148 141 

参加するのが楽しい 67.1  71.5 66.8 71.7 73.2 70.4 66.9 66.6 

職場において必要だと思う 60.8  61.2 60.3 61.8 65.5 64.3 55.4 54.6 

  注：無回答を除く 

 

２）メールコミュニケーションの実態 

 上司・部下・同僚に対するメールの利用についてみたところ、特に 20・30 代でメー

ルの利用が多いわけではないことがわかった（図表７）。｢主にメールで｣を３点、「メ

ールが多いが口頭（対面・電話もある）」を２点、「口頭(対面・電話)が多いがメール

もある」を１点、「主に口頭（対面・電話）で」を０点として合算し、「メール利用得

点」を作成した結果、平均は4.30点で、20代が3.54点（n=46）、30代が4.73点(n=184)、

40 代が 3.93 点（n=153）、50 代が 4.54 点（n=130）となった（図表省略）。 

職場において必

ずしも必要だと思

わないし、参加す

るのも楽しくない

8.2

職場において必

ずしも必要だと思

わないが、参加す

るのは楽しい

30.8

職場において必

要だと思うし、参

加するのが楽しい
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30.3 
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業務を円滑に進める上で、タイプの合わない人ともうまく付き合うべきだと思

う

職場では、わきあいあいと楽しい人間関係を築きたい

職場での人間関係は、深入りしすぎないほうがよいと思う

現在の職場の仲間を信頼している

現在、職場の人間関係とプライベートな人間関係を、区別している

職場では、「理解しあうこと」より「衝突しない」ことの方が重要だと思う

現在、自分の職場の人間関係は希薄である

職場はあくまで仕事をする場所と割り切り、楽しい人間関係は求めていな

い

現在の職場で孤独感を感じることがある

現在の職場では、ほとんど誰とも話をしない日がある
非常にあてはまる

まああてはまる

図表７ 相手別にみたメール利用の状況 
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注１：「主にメールで」「メールが多いが口頭（対面・電話）もある」の合計値、無回答・非該当は除く 
注２：調査票ではそれぞれ「報告・連絡・相談などの、業務上のコミュニケーション」「飲み会の日程調整や

雑談・交流などの、非業務上のコミュニケーション」としている 

 

 また、相手別・内容別にメールの返信のタイミングについても尋ねたが、業務上の

メールについては過半数の人が「メールに気づいたらすぐ返信」しており、ほとんど

の人が遅くともその日のうちには返信をすると回答した（図表省略）。メールは、機能

的には相手の都合や状況に配慮せずに送れる「一方向コミュニケーション」だが、実

際は「双方向コミュニケーション」的に直ちに返信する受信者が多い。 

 

３．職場に対する考え方とストレス 

 

（１）職場に対する感覚 

 続いて、自分の職場の人間関係において、どのようなものを求めるのかについて、

職場に対する感覚を尋ねた（図表８）。全体的にみて、職場では適度な距離を置きつつ、

信頼関係を築いて楽しくやっていきたいという意向が読み取れる結果となっている。 

 

図表８ 職場に対する感覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

(％) 
【上司】 【部下】 【同僚】 
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仕事の内容や仕事の量など、仕事に関するストレス

組織内での自分の役割や、責任感に関するストレス

職場の方針ややり方など、組織構造や組織風土に関するストレス

職場の人間関係に関するストレス

昇進や地位に関するストレス

非常にある まあある あまりない まったくない 無回答

（２）職場ストレス 

 職場で最も高いとされたストレスは、｢仕事の内容や仕事の量など、仕事に関するス

トレス｣となっていた（図表９）。以下、「組織内での自分の役割や、責任感に関するス

トレス」「職場の方針ややり方など、組織構造や組織風土に関するストレス」と続き、

「職場の人間関係に関するストレス」が「ある」（「非常にある」と「まあある」の合

計）としたのは54.9％だった。年代別に比較すると、人間関係ストレスは40代で最も

「ある」とした割合が高く、62.1％を占めた（図表省略）。 

 
図表９ 職場ストレス 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注：非常にある=３点、まあある=２点、あまりない=1 点、まったくない=０点として合算し、「ストレス得点」を作成、

これを用いた分析は図表 12 参照 

 

４．職場におけるメール利用の評価 

 
 職場にメールが普及したことによってどのような影響が生じたのかについて尋ね、

４つの尺度を作成した（図表10）。全体的に職場においては「効率化」が最も体感され

ている様子がみてとれる。また、「活発・親密化」と「希薄化」という相反する項目群

については大きな差はみられず、評価が混在している様子がうかがえる。また、「不

安・病理」に関するものについてみると、ストレス増大やうつ病の増加につながると

いった見解に対しては否定的な傾向が強い。 

 以上、これまで調査結果を概観してきたが、最後に職場でのメール利用評価（活発・

親密化／希薄化／効率化／不安・病理化）を規定するものについて、Ａ：職場環境、

Ｂ：職場のコミュニケーション環境、Ｃ：個人的職場感、Ｄ：個人的要因の４側面か

ら分析を行った。個別に行った分析からは、勤務先の規模や職種、業務形態といった

「物理的環境・働き方」による影響はみられなかったので、ここでは除外した。 

まず、それぞれの尺度間と職場のコミュニケーション満足度との関係についてみた

ところ、活発・親密化得点が高いと希薄化得点が低く、効率化得点は高くなっており、

さらに職場のコミュニケーション満足度も高いという結果を得た（図表11）。また、希

薄化得点は不安・病理得点と正の相関がある。さらに、不安・病理得点と職場のコミ
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これまで交流があまりなかった人との交流が増える

プライベートなことや価値観など、話題になりにくいことも話題にできる

対面だけではわからなかった内面が見えてくる

飲み会やイベントなど、対面でコミュニケーションする機会が増える

悩み事やトラブルの相談がしやすい

お互いの考えていることを、よりじっくりと理解し合える

個別化・孤立化が進む

部署内など、職場の全体的な雰囲気が見えにくくなる

｢一緒に何かをする」という機会が少なくなる

他人への関心や配慮がなくなっていく

つきあいが浅くなる、関係が希薄化する

ひとりひとりが何を考えているのか、わからなくなる

相手の時間や都合を気にしないでよいので、気軽に送れる

メールで済むことは、直接会ったり電話をして話す必要がなくなる

部署や所属が変わるなど、会う機会が少なくなっても関係が途切れない

普段、コミュニケーションをとりにくい人と、コミュニケーションできる

グループでの情報共有がしやすくなることにより、まとまりができる

話をしたくない人とは、なるべくメールでのやりとりをする

管理・監視されているような気になる

他人の対人関係が気になる

対面でのコミュニケーションがわずらわしくなる

職場のストレスが増大する

うつ病などの精神疾患が増える

非常にそう思う

まあそう思う

ュニケーション満足度には負の相関が認められた。また、職場のコミュニケーション

満足度の高さと職場のメール利用による「活発・親密化」意識に、職場のコミュニケ

ーション満足度の低さと「不安・病理化」意識にそれぞれ相関があることがわかった。 
 

図表10 メールの普及に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：尺度は因子分析の結果を元に Cronbach のαが最大になるよう調整して作成 

 

 

図表11 尺度間とコミュニケーション満足度との相関関係 
 

メールの評価  
活発・
親密化

希薄化 効率化 不安・
病理化

職場の 
コミュニケーション 

満足度 

活発・親密化 － -.149** .313** .065  .104** 

希薄化 － － .001  .511** -.047   

効率化 － － － .060  .025   

不安・病理 － － － － -.131** 

注：**p<.01 

 

これら４つの得点に作用する要因を探るべく、これまで作成してきた尺度や得点等

を用いて、職場環境、職場のコミュニケーション環境、個人的職場感、個人的要因と

いった側面より重回帰分析を行った（図表12）。 

結果をまとめると、「活発・親密化」「効率化」など、職場のメール普及にポジティ

ブなのは、対人関係においてオープンで相互理解的な関係を求めている人、さらに現

（％） 

 
活発・親密化尺度 

（α=0.865） 

 
 

 

 

 

 

希薄化尺度 

（α=0.915） 

 

 
 

 

 
 

効率化尺度 

（α=0.751） 

 

 

 

 

 

 
不安・病理化尺度 

（α=0.792） 
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在の職場のコミュニケーションが十分であると感じている人で多い。特に「効率化」

については、「理解しあうより衝突しないことが重要」と考えている人、また男性より

女性で感じられている。一方でネガティブなのは職場のコミュニケーションが活発で

ない環境下にある人で多いことがわかった。さらに、対人関係において孤独感・不安

感が強い人で、メール普及により人間関係が「不安･病理化」すると考えられる傾向に

ある。ストレスの状況やイベントへの参加率、メール利用の多寡といった要因につい

て、メールの評価への影響は今回みられなかった。 

 

図表12 職場でのメール利用の評価に関する重回帰分析結果（ステップワイズ法） 
説明変数 活発・ 

親密化 

希薄化 効率化 不安・ 

病理化 

A 職場環境 風土 
ストレス 

職場コミュニケーション活発度 
ストレス得点 

-.278***  -.192** 

B 職場の 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ環境 

 

実態 

 

評価 

イベント参加得点 

メール利用得点 

コミュニケーション充足度 .200** 

 

 

.148*   

C 個人的職場感 価値観 理解しあうより衝突しないことが大事  .381*** .179*  

 
D 個人的要因 

 

 

属性 
 

対人関係ﾀｲﾌﾟ 

年齢 
性別(0:男性、1:女性) 

理解・信頼得点 

孤独・不安得点 

.274***

.171*   

.192**  

.228**  

.247** 

                                          F 値
                                              Adj.Ｒ2

                                          Ｎ

11.251***
.114  

160  

10.195***
.104  

159  

13.032*** 
.231  

161  

9.915***
.145  

159  

注１：***p<.001 **p<.01 *p<.05 

注２：コミュニケーション充足度は、上司・部下・同僚とのコミュニケーションが「とれている」の平均値である 

注３：対人関係タイプについては、「頼れる友人がいる」「心を開ける友人がいる」「自分を理解して欲しい」「相手を 
理解したい」といった項目（省略）から「理解・信頼尺度(α=0.780)」を、「ひとりぼっちだと感じる」「浮い

ているように見られたくない」「人と違うと不安」「さみしい」「不安がある」「人にどう思われているか気にな

る」といった項目（同）から「孤独・不安尺度(α=0.863)」を作成して説明変数に用いた 

 

５．ヒアリング調査・自由回答より 
  

（１）職場コミュニケーションにおける感覚的ギャップ・障壁 

 さらに、ヒアリング調査と自由回答からもいくつかの点が指摘された。 

まず、メールにおける文章の書き方や感覚、考え方や価値観などについてのギャッ

プを指摘する声が多かった。メールは「すぐに返信すべき」という発信者主義的な考

え方と、「読むタイミングは受け手次第」という受信者主義的な考え方が混在しており、

明確なルールがない職場が多いため、フォーマル・インフォーマルを問わず、メール

になかなか返信がなくて気をもんだり、情報が行き違いになるケースが少なくない。 

また、セクシャル・ハラスメントやパワー・ハラスメントが取りざたされることの

多い今日、異性間や上下間のコミュニケーションも難しいものとなっている。特に職

位の違いと性差が重なると、より難しくなるようである。過敏になりすぎて職場の人

に気軽に声をかけられないという、インフォーマルコミュニケーション上の萎縮が生

じている職場も散見された。 
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（２）利己的な人間関係 

また、職場における人間関係上の選択的行動も指摘された。これまで、｢仕事上の付

き合い｣として割り切ってきた「対面で話したくない人」との関係において、対面コミ

ュニケーションや会話を極力避け、メールでのみコミュニケーションをとることで付

き合いを最小化できたとの意見が多々見られた。これにより、仲の良い人とはより親

密に、仲の悪い人とはより疎遠に、といった助長や二極化の傾向が生じている。 

また、コミュニケーションの無秩序化も指摘された。「メールは相手の都合を考慮し

なくてよい」という暗黙の前提により、業務上の案件もプライベートな相談ごともメ

ールで行うため、特定の人にメールが集中し、負担を増加させている。休日などでも

プライベートな携帯電話に業務上のメールが送られてきたり、極めてインフォーマル

な相談事のメールを朝一番に読むことになったりといったケースもみられた。 

 

（３）情報過多と多忙化 

 さらに、安易に同報メールで情報共有を試みたり、報告・連絡の既成事実を作るた

めにあえて口頭でなくメールで伝えるなど、必須でないメールコミュニケーションが

増加した。その結果、返信を期待した「（暗黙の）双方向コミュニケーション」と単な

る情報提供としての「一方向コミュニケーション」が混在する状況を招いている。こ

れらのメールに埋もれて肝心なメールが読み飛ばされたり、報告の有無に関する“伝

えた／伝えていない”の責任逃れが生じたりと、本来コミュニケーションや情報共有

を効率化させるべきメールが業務を増加させ、コミュニケーションを阻害するといっ

た弊害を生じさせている。「重要なことはメールではなく電話を用いる」「メールを読

んだかどうかを電話で確認する」といった行動も見られた。 

また、メールは「通話」のようなリアルタイムのコミュニケーションツールではな

いので、送受信のタイミングが自己中心的になりがちだが、実際には多くのメールが

受信から短時間のうちに返信されている。｢いつでもどこでも自分の都合で｣というメ

ールコンセプトについては、職場において再考の余地がありそうである。 

 

（４）「職場の雰囲気」の不可視化 

 社内・社外とのやりとりが電話等で行われると、必然的に同僚や上司などの周囲が

会話の内容を共有し、口調や顔色で暗黙のうちに理解される社内・社外関係が、メー

ルに代替されたために不透明になり、わからないがゆえに不信感を抱く傾向が指摘さ

れた。職場の「雰囲気」という情報が、情報化によって見えなくなったともいえる。 

 また、職場メールがモニタリングされていることに対する不満も多々見られた。社

員のメールのモニタリングは、一般に職務専念義務の監視や機密情報保持を目的とし

てなされる。これについては、予め職員に告知されているものの、これにより組織に

不信感を抱く職員も少なくない。職場の雰囲気が見えなくなった上に「監視されてい
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る」という意識が強くなり、職場に対する不満や不信が募っている人が散見された。 

 

（５）ワークスタイルの多様化とコミュニケーション 

 調査から、育児期の女性において、職場のコミュニケーションに十分参加できてい

ないという意識が強い点が確認された。いわゆる従来型の夜の「飲みニケーション」

はワーキングマザーのコミュニケーションの場になりにくく、職場のインフォーマル

コミュニケーションにおいて立ち遅れることを懸念する女性は少なくない。しかしこ

れは育児期の女性に限った話ではない。在宅勤務を初めとする、フレキシブルな働き

方をしている人は、職場の人との必然的な対面機会が少なく、「飲みニケーション」以

外の立ち話や雑談といったインフォーマルコミュニケーションの機会が損なわれてい

る。今後、ワーク・ライフ・バランスを提唱し、働き方の多様性を高めていく上で、

職場のコミュニケーションをどう図るかについては、検討すべき重要な課題である。 

 

６．考察  
 

 調査結果から、本稿冒頭で示した「メールの普及で職場コミュニケーションが希薄

になった」「メール文化に慣れた若者は職場イベントへの付き合いが悪い」といった、

一般にいわれがちな言説は検証されなかった。分析からは、年齢や性別によるメール

のとらえ方の差異は確認されたものの、職場のコミュニケーションの状態の方がメー

ルの作用についての意識を左右する点が明らかになった。具体的には、コミュニケー

ションが良好である職場ではメールの普及がインフォーマルコミュニケーションにプ

ラスに作用し、コミュニケーションが良好ではない職場ではマイナスに作用するとい

う、「二極化」の傾向が示唆された。新しい通信メディアの利用による従来の関係性の

助長と二極化は、筆者のこれまでの研究(宮木 1999他)においても指摘してきた点であ

るが、この点が職場のインフォーマルコミュニケーションにおいてもいえることが確

認された。 

 ただ、直接的にメールが職場コミュニケーションを希薄にする点は確認されないも

のの、メールという周囲に見えにくい通信ツールによって個人が閉鎖的なコミュニケ

ーションをとることにより、職場の雰囲気や全体像の把握が難しくなった点は否めな

い。この「見えにくさ」が職場に不要な不信感を増大させ、疑心暗鬼に陥ることによ

り、他人の行動をネガティブに解釈させる一因となっている部分がある。これらのス

トレスにより自らが不安定な状態になっても、業務量が重く、競争社会化や成果主義

が推進される中で、組織内で誰かに相談することは査定や業績評価において不利な結

果を招くのではないかという疑念が生じる。組織構造がフラット化して細かい上下関

係がない場合には、誰に相談してよいかもわからないという事態も生じている。こう

して職場への信頼感を十分に持てない従業員が、ストレスや悩みを解消する時間や機



ＲＥＰＯＲＴ 

 
27

ＬifeＤesign ＲＥＰＯＲＴ

2008.9-10 

会も逸し、結果としてメンタル面でのバランスを崩している可能性がある。 

このように考えると、職場におけるメール利用の是非を問う以前に、組織構造のあ

り方を含めた職場のコミュニケーションそのものについて考えていく必要がある。職

場のコミュニケーションが良好であればメールはインフォーマルコミュニケーション

ないし人間関係の構築・維持の面でプラスに作用し、その結果として業務の円滑化や

効率化を期待できる一方で、職場のコミュニケーションが良好でなければメールは職

場にとってマイナスに作用し、業務自体にも悪影響を及ぼすと考えられるからである。 

また、今後の職場コミュニケーションのあり方について考えていくにあたり、ヒア

リングや自由回答から得られた知見は重要な課題を提示している。メール利用におけ

る感覚的なギャップや不透明化、ワークスタイルの多様化等に関する点は、放置すれ

ば職場におけるメール利用のメリットの部分を縮小させ、職場コミュニケーションの

不全化などのデメリットを肥大化させていく可能性がある。 

今後、メールによるコミュニケーションの効用を最大化し、情報社会化とワークス

タイルの多様化の中でいかに職場コミュニケーションを図るかについて検討していく

必要がある。多種多様なコミュニケーションツールの「正の部分」と多様化したワー

クスタイルや価値観との統制をうまく図れた職場が、「良好な職場コミュニケーショ

ン」を実現する。ビジネスでは、とかく「効果」や「効率化」という視点に陥り、コ

ミュニケーションは明確かつ簡略化されることが善しとされがちである。そうした中、

あえて「対面コミュニケーション」の機会を設けたり、新たなコミュニケーション機

会を創出するなどして、職場全体のまとまりや統制感を築き、職場におけるメールコ

ミュニケーションを積極的に「プラスに作用させる」姿勢が、結果として組織の長期

的な成長の糧となるといえるのではないだろうか。 

（研究開発室 副主任研究員） 

 

【注釈】 

*1 本稿では、職場を「お勤め先の中で、主に一緒に仕事をしている部・課など」

として、「勤め先」と区別している。 
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